


研究課題紹介   

平成 15 年度林業試験研究の概要 

林業試験場では、豊で魅力ある森林・林

業の実現に向けて、地域ニーズに応えた試

験研究を展開していくこととしています。 

国の研究機関や大学などの独立行政法人

化にみられるように試験研究機関の効率的

試験研究の推進、主体性の発揮、事務事業

の柔軟化等が求められています。地域の研

究ニーズを的確に把握し、生産者、消費者

そして大学、企業と密接に連携して、地域

産業を支える研究成果を速やかに普及・移

転していくことが望まれています。皆様の

ご支援とご協力をお願い致します。 

さて、平成 15 年度は各産業振興事務所な

どをとおして要望された 37 課題から２課

題を新規に採択し、継続の 11 課題と共に試

験研究に取り組んでいきます。 

 

新規課題

分 野 研究課題名（研究期間）及び研究内容 

森林保護      木材腐朽病被害に関する実態調査（H15～16） 

根株腐朽病被害の実態を把握したうえで、木材腐朽病被害の予防対策の普及を図る。 

木材利用 木材スギ材の性能区分と利用法に関する試験（H15～17） 

構造材料としての木材の強度性能を明確化するため、丸太の段階で性能を区分する実用

的手法を開発する。また、性能区分された丸太を活用した、新用途製品の開発を併せて行

う。 

 

主な継続課題 

分 野 研究課題名（研究期間） 

森林保護 間伐等施業による森林病被害軽減・回避効果の評価に関する調査（H13～15） 

特用林産 菌根性きのこの安定生産技術の開発（H８～15） 

ニュータイプきのこ開発事業（H13～17） 

育林・育種 多様な広葉樹林の育成・管理技術の開発（H12～16） 

次代検定林調査事業（精英樹次代検定事業）（H５～15） 

経営・機械 機械化による森林施業トータルコスト低減技術の開発（H14～18） 

 



研 究 最 前 線

ムラサキシメジのフェアリー・リング

相澤孝夫研究開発部 主任研究員

晩秋，落ち葉の上に発生するムラサキシメジは，

場合によって列をなしていることもありますが，き

のこの発生位置が輪を描いたように見えます。ヨー

ロッパなどではこれを妖精の輪に見立てて，フェア

リー・リングと呼んでいます。

さて，ムラサキシメジはなぜこのような輪を描い

て発生するのだろうか？といった疑問をひもとくき

っかけとして，野外栽培を行った場合の輪の動きと

きのこの収量について調査したので紹介します。

１ 試験方法

林業試験場内の広葉樹林に平成13年８月に図－１

のようにマウンド法でムラサキシメジの菌床を設置

しました。試験地には杭を立てて，その年の秋と翌

年の秋にきのこの発生位置を記録しました。

菌床１個の重量は1.2ｋｇで，マウンド一つあた

りに２個，３個，５個，９個を置きました。菌床数

の違いにより発生位置やきのこの量に違いが見られ

ましたが，ここでは菌床５個の場合について紹介し

ます。

山土

菌床 落葉

バーク堆肥

図－１ 落葉マウンド方式

２ 発生量

菌床５個のマウンドに発生したムラサキシメジは

１年目に22個，755ｇ，２年目には12個，288ｇとい

うように，２年目の方が少ない結果となりました。

しかし，別のマウンドでは２年目の方が３倍量多い

ところもありましたので，一概に１年目と２年目の

発生量について言及することはできませんでした。

３ 発生位置

ムラサキシメジの菌床を設置すると菌糸は菌床か

ら外側へ移動していきます。菌床設置１年目の発生

は外周が長径111ｃｍ，短径100ｃｍで，平均直径は

106ｃｍでした。

， ，２年目の発生は外周が長径318ｃｍ 短径317ｃｍ

平均直径は318ｃｍで，平均直径の比較では212ｃｍ

外側に動いた形になります。２年間の発生位置は，

図－２のとおりです。

ムラサキシメジがきれいな輪や，線状に配列され

るのが図－２からわかると思います。

菌床を埋め込んだ場合の菌糸の動き方は，土壌の

腐食の状況や斜面形状などで異なることがだんだん

わかってきました。急な斜面に菌床を配置すると，

菌糸は斜面の下の方に向かって長く伸びていきま

す。

４ 今後の展開

さて，菌床を使ったムラサキシメジの生態が少し

ずつわかってきましたので，いよいよ栽培の実現に

向けてネジを巻き巻き研究に取り組んでいるところ

です。今回，紹介しました例よりも収量を上げる方

法もだんだんわかってきました。また別な機会にご

披露させていただきたいと思います。
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図－２　菌床５個・A法のムラサキシメジ発生位置
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研究ノート

ショウロ（松露）が出ました
研究開発部 研究員 玉田克志

菌根性きのこであるショウロ（松露）の

人工栽培に向けたショウロ菌感染クロマツ

苗の作出については、メッサ・みやぎ

（ ）でご紹介したところですNo.14 2001.3

が、今回、この感染苗によるショウロ子実

体の人工栽培に成功したのでご報告しま

す。

作出した菌感染苗は、海砂と木炭で満た

したプランターに移植後、日当たり良好な

平場に設置して自然状態で育成を続けまし

た（写真－１ 。）

写真－１ 野外で育成中のショウロ菌感染クロマツ苗

その結果、ショウロの菌根は移植後も苗

の根で維持・拡大し、野外育成を始めてか

ら２年６ヶ月後の秋期に、１プランター内

の海砂上にショウロ子実体の発生を初めて

確認しました。さらに翌春期には、３つの

プランターから合計５つ、 グラムのシ6.8

ョウロ子実体の発生を確認しました（写真

－２ 。）

過去に実施された野外試験によって、自

然のショウロ発生林から、菌感染したマツ

を掘り採って移植することで、ショウロ未

発生地においてもその感染木からのきのこ

の発生が可能であることがわかっていま

す。このことから、きのこを発生させる能

力を持った菌感染苗を人為的に作り出し野

外に移植することで、ショウロの自然発生

林を持たない地域でも、新たなショウロ栽

培林の造成が可能になると考えられます。

以上のショウロ栽培技術を実用化に移す

にはもうしばらく時間がかかると思われま

すが、現在、ショウロ菌感染苗をさらに容

易に作出・育成する方法の検討と、収穫量

の増大とに向けた技術的改良をさらに進め

ており、できるだけ早く現地でのショウロ

人工栽培による産地化が図れるように取り

組んでいきたいと思います。

写真－２ ショウロ子実体の発生状況

写真－３ 発生したショウロ子実体



 
                                           
●はじめに 
 「荒廃地の森林再生」をテーマとして蔵王山麓

で平成９年に開催された第４８回全国植樹祭およ

びその関連事業で１８ha,１２万本の植樹が行わ

れました。 
 宮城県林業試験場では，その一画に試験地を設

け調査を行っていますので，その状況をご紹介し

ます。 

 
●植栽した木の生長 
 試験地には１０種の広葉樹を２４０本～５６０

本づつ植栽しました。その枯損率を示したのが図

－１で，枯損率の低い上位３種はケヤマハンノキ，

ブナ，イヌエンジュとなりました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
    図－１ ３年目の樹種毎の枯損率 (’99.6) 
 このうちブナは，ご存じのとおり冷温帯の極相

林を形成する樹種で，周辺の林にも多く見られる

ので，ブナ林に誘導することが森林再生のシンボ

ルとして最もふさわしいと思われました。但し，

試験区のブナは図－２に示すように葉色の異常や

枝先が枯れているものが多く見られました。 

 
 
 
 
 
 
 

  図－２ ブナ（６年生）の生育状況 (’01.6) 
この原因について，荒廃地のため「土壌養分が

流失してしまったのではないか」という仮定のも

とに試験をすすめてみることにしました。 

 
●試験の経過 
 簡易土壌検定器で検定した土壌中の無機養分を

図－３に示します。 

 
 

 
研究開発部 技師 滝澤 伸 

 
 
 
 
 
 
 
 

 図－３ 土壌中の無機養分(’02.12) 
 これによると，試験区と植栽前の状態である裸

地の部分とでは，ほとんど変わりないことがわか

ります。またケヤマハンノキを植栽したところに

はカルシウム(CaO)が試験地近くのブナ林と同程

度検出できました。リン酸（P2O5）はブナ林の土

壌からは 15mg/100gの判定でしたが，他の区画

は 2～3mg/100gの判定でした。 
 図－４は，試験地に窒素，リン酸，加里を施肥

し，健全な個体（先枯れが見られない）の経過を

示したのものです。 

 
 
 
 
 
 
 
 

図－４ 健全率の推移 
これを見るとリン酸施肥で健全率が高くなっ

ています。但し，新たに設定した別の試験区では，

加里の健全率が最も高く，葉分析の結果でもブナ

林の加里の値が著しく高くなっています。 
最後に図－５は，現在の生育状況です。ここは

「みどりの少年団」により植栽された区画ですが，

ケヤマハンノキが上層で，その下木にオオバヤシ

ャブシやブナなどとなっています。  

 
 
 
 
 
 
 
 

図－５ 植栽木の現在(’03.1) 
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 県内の原木丸太需要量は 1,395 千 m3 ですが，

合板の原料としての利用が 60％を占めています。

この合板用の丸太は，南洋材（マレーシアなど），

北洋材（ロシア），ニュージーランド・チリ材など

外国からの輸入がほとんどです。 
（数値 平成 13 年木材需給報告書 農水省統計情報部） 

県内原木丸太の需要量
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 しかし，県内産のスギを合板へ利用することが

石巻の合板メーカーで始まっており，既に製品と

して販売されています。また，平成 14 年３月に

は宮城県廃棄物再生資源利用製品の認定を受けて

います。 
 スギ合板の施工例として 9～15mm 厚の薄板は

構造用合板として屋根野地板，壁材に，またスギ

の風合いを活かし内装用として使用されます。 
 また，24～35mm 厚のいわゆる厚物は，床下地

として使用し，剛床として水平荷重に抵抗させ床

根太を省略する工法で利用されます。 

  スギ合板の屋根野地板施工例（石巻市内） 

県内合板用丸太供給元
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 根太省略工法は施工の合理化が図れますが，厚

物合板の標準的な大きさが 180×90cm で，重く

なり施工性が悪く，特に 2 階の床張り作業では安

全衛生の問題もあります。 
厚物合板を北洋材のシベリアカラマツで作る

と１枚の重量が約 28kg 程度（28mm 厚）となり

ます。しかし，これをスギにすると約 20kg 程度

と約 30%も軽くなり施工性の向上が図れます。 
 当場では，東京合板工業組合，森林総合研究所，

秋田県立大学木材高度加工研究所と共同で国産材

厚物合板試験を行い，宮城県産材を利用したスギ

合板について曲げ試験を実施しました。 

    スギ合板の小試験体 曲げ試験 
 
 その結果，外材の針葉樹合板と実用上遜色ない

性能を持つことを確認しました。スギ厚物合板の

施工法と性能を表示した「ネダノンマニュアル 2」
は東京合板工業組合(http://www.ply-wood.net/)
で配布しています。  

 
 

研究開発部 大西 裕二 
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